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Studies on control of the wheat gall midge.
By

Takayoshi KUMAZAWA, Seihachi YANAKA and Tsuneo TAKAKU.

Résume

The wheat gall midge, Sitodiplosis moszllana GChin caused to serious damage of wheat some-
times in Kanto and their south-western districts of Japan. Chemical control methods were in-
vestigated during 1951-56. The most effective method was broadcasting of BHC 12 dust to the
soil surface, 3-4kg per 10 are, at the beginnings of adult emergence, by which almost all pupae
destroyed on the soil before their emergence. The next, the applications of methyl-folidol 1.5%
dust or 0.023-0.0129% emulsion at the period of uniformly heading or of peak emergence of the
adult good control than BHC, etc. The degree of injury on some varieties of wheat examined
in 1953-56, but there appeared to be no correlation between rate of injury, and the some va-
rieties which uniformly headed at the peak of adult emergence caused by serious damage in

the every years,
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ムギアカタマバエの防除に関する研究

熊沢隆義・谷中清八・高久恒夫

ま　　え　　が　　き

　小麦を害するアカタマバエについては筒井により詳細

な研究が行われ、その生活史の全ぼうが明かにされ石灰

硫黄合剤による防除法が確立された。矛2次大戦後多く

の新農薬が続々と出現するに及び、吾々も昭和26年より

31年まで、これらの効果判定と使用法についての研究と

品種間の耐虫性の有無についての検討を行い、大体の結

論をえたのでこ＼に報告する。なお、本研究を実施する

に当り種々御協力を賜わつた担当農家の方々、病理昆虫

部杉本尭、尾田啓一両技師、元本場技師高橋三郎専技に

厚く謝意を表する。

　　　　　　1　薬剤による防除

　アカタマバエは幼虫で土中に越冬し、小麦の出穂期頃

から成虫となつて出現、5月上中旬最盛となり以後急滅し

て5月末から6月初めまで続く。この成虫が穂に産卵、

幼虫は子実を舐食加害して生長し6月に入つて老熟する

と地中に潜入し翌春まで過すという習性から、当初はこ

の加害を防止する目的で成虫発生時期に穂に薬剤散布す

る方法が検討されたが、更に進んで成虫の羽化防止を目

的として地表に散布する方法を検討した。試験中各年次
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の成虫発生状況は矛一図のとおりである。

A　地表散布による防除

　越冬幼虫は地表下浅い処で蝿となり、これが地表まで

出て成虫となる時にこれらを殺滅する目的で、昭和27・

28両年の春、小椎で試験したところ著しい好結果をえた

ので、更に昭和30・31両年に中規模の圃場試験を行いそ

の効果を確めた。

　まず、昭和27年には前年発生の多かった小麦の連作圃

場を選び、成虫発生初めの5月3日（羽化初発翌日）と5

月14日（羽化最盛2日後）に畦間に10a当液剤324．74、

粉剤5kgの割合で0・83m2（4連）に薬剤を散布、その

中央に0．22m2の成虫採集椎をかぶせ以後の成虫羽化数

を調べた結果、オ1表のとおりで、B　HC剤が最もよく約

1／10に減じえたので、28年にはBHCの剤型、散布回数

について検討、5月2日（羽化初発日）の1回区と同13日

（最盛日）との2回区をっくつて同様に散布した結果、

矛2表のようにBHG1％粉剤の成虫発生初期1回散布

で卓効がありその効果も半月位続くことを認めた。次い

で昭和30・31年にはBHC1％粉剤の散布量について小

椎で同様に試験したが、矛3表のように3k言でも5kgで

も効果に大差ないことを認めた。

　この殺虫機構について室内で昭和30年に幼虫多数を直

径18cm高さ10cmのガラスポツト3個に潜入させ、羽化

が多くなつた翌31年4月23日にBHC1％粉剤を10a当5kg

の割合で散布、直径高さとも30cmの金網をかぶせ羽化

状況を調査したところ、矛4表のように踊が地表面に出

て來るがこの大部分は死滅し、一部は羽化するが羽化途

オ1表地表散布の羽化防止効果（昭27）
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オ1図　各年次の成虫発生消長（3・3m2当）

2回散布・4区平均
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